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麟
中
国
研
究

美

富
窪

で
は
、逝
刷二

会
発

足

星

の嘉
操

鵬
進
学
r偉
菰い
、交
学
部
交
掌料
へ

進
む
学
曳
を中
心
に、
十
月
下
旬甲
國

研
究
会
が生
ま
れ
柔
旧
制
甲
研と
も
・

懇
絡
祉
と
り、
テ
キ
スト
墜
預
ら閏

めて
、
ゆ
くく

は
稟樺
史
砺
究
掌生

をも
含
めて
幡協
す
る

特
需
も
沈
滞
か

嚴
重
さ
加
う
思
想
問
題

窟
庁
」
技
術
界
へ
進
出

軍
出々
足
が
融
くな
る
共通
溺

聯

象
は農
脚蔀
にも
ひ
野
いて
、

屡

,
な
り早
く
か
ら交

申込
が

あ
るも
の
の輿
琶
轡
は儀
少
、
特
需景

氣
の膨
響
も
調
く公
務
員
深用
の滅
少

に
よ
つで虚
騒
は容
易
で
はな
い

こ
」で
は
七
掌科
に
別
れて
い
て
各
科

ごと
に就
職
を取
扱
コて
おり
華
やか

な
面
はな
い
が
三月
覗
に
は大
俸
決
是

し
そう
だ
ど
の
響
あ
る

林坐
料

餐
篇
花
茗
決
属

翁
墓
繕
寮
茗
と
い
う
奪

他

に
決
定な
く
末材
、
製
紙
、府
璽
万
面

舞

ず、
研
究
憲
蟹
三

-
三名
あ
⇔塵
巖

艮
林
工学
科

こ
、は
教授
を
通

じ
て
の申
込
が
あ
る慶
綴
で良
問
は
士

園
二
、
=丙
定
他
一決
足
、
冒暉
は
農

譲

噸
璽
撃
ぞ
公
蟄紹
蚕
格

橘
は
全
圓十
覧
名
甲
七名
を
占
め
る好

威
績
で
あ
る

曇
継
清霧

農
林
籍
望
が

燭
雫
数
で
公務
員
合
格
は十
二
名
(内

四名
卒
禦
生)
農
赫
甲央
蚕
瞳
一名
-

怯
及悔
上
火災
一名
、
日
酉貿
易
一名

お
よび
民
間
の
繭
尉会
肚
唱名
決
定
腕

年
影
駆
麺

あ
る

農
楚
簗
料

禽
盤
羅
万
面
二

名
、
臼藷
油
脂
}名
、
決
唐代
他
は
囲

下
献
瞼爆
甲
で、
製
■閃
食
晶、
化
掌

藁

懲
甕
天
勢
竪
首
甲
踊明
ず
る

圧
倒
的
に
紡
璽

芯聖

卒葉
晃
込
二
五〇
に
対
して
、

襯

十
一月
初
旬嗣鯉暫ニ
ニ七
件
の

申込
が
書
て
い
る、
帳
行、
紡

鶉
、
そ
の他
匝
叢
、
工業
会
砒
が圧
倒

鮒
に
多
7・こ
れ
に
対
す
る掌
生
側
の話

望
は
紡
績
、銀
行
に
つ
いで
貿
易関
侃

が
多
い
が法
掌
部
と異
な
豊
新
聞
関係

は少
い
、
霧在
ま
で
に決
冠U
たの
は

紡
綴
関
係
三
五を
筆
頭
に銀
行
二
=、

工勤
、
商
蓋

各
;
、
そ
の
他六

十
件
序
一」八
名
で
断
然弛
蛭
齢
を抜

いて
い
る

愚
想
認
査
を黎
訳
し
て
く
ると
ζ
ろ演

萎
一§
■慈
篇妻
留善
§
…
≡
一…
昌
蒙
躍一≡
ヨ
…

多
く、
こ
れ
に
対
して
掌
部
彌
で
は

一思想
り右
左
でそ
の
人
の
癬値
珊
断

は
で
きな
い
か
ら殖
否
し
て
い
る」
と

晒
つ
て
いる

依
然
と
し
て
就
職
難

サ
　
ロ　
ホ
　
ゆ
き

難
灘

物
理
愚霧

三
菱
冨機
一名快
定
の

他は
島
津
製作
所
、
地方
高
綬
より
か

なり
の
求
人
かあ
る
が、
未
決
足
の大

多
数は
研
究
庄活
冴
希
田し
て
い
葛

決
足
や
つ
と
六
+
名

い
わ
ゆ
る特
需
景黒
の
影
■
と

醐

いわ
れて
い
る
が、
九
月
に嫡

ま
り
+
一月
黎

在
で
路幽

巴試
著
数
約
一一曽Q
Oに
対
しで
一九
=

ケ
断、
紡
綱
、
工第
、
船
鮪、
+溺
範

に
コ
」
て銀
行
、保
喰

匪選

の
金

融
関
係が
ま
と
ま
つて
つr
き、
新
聞

出
版
関
係
での
他
から
の
求
人申
込
み

が
あ
る、
こ
れ
に
対し
学
生
側
の希
耀

は
大
阪
銀行
の
二
六名
遊ト
ッ
プ
に銀

貸

黎
、
ジ
ャ
ー
ナ
リズ
ム
套

多
いが
現
在ま
で
r洪
定
し
た
の
は飯

行
二≡
、
工業
、
船
噸
紡
績
各
五、

蘭
恥会
砒
四、
そ
の他
二、
三
名つ

つ
と約
五
十
件
六
十
名
に
ず
ぽ
ず「

重
戯
レー
ヨ
ンで
は
二
十名
近
い
圃
■

者
のヲ
ち
一人
ら侠
足
種
がな
か
つた

の
は注
置
に
債
3.る
、
新
聞出
版
関
頒

そ
の
他は
ま
だ
不明
で
あ
る喫

快
し

て
架
な就
颯
載
では
な
い
よう
で
あ
る

選
択
に
迷
う
盛
況

鱗
欝

の
惣
二、
軍凌
】で
、
多
く
は
噂読
購
負

林
奪が
騨
判
が良
い、
た
攣
一翫
会
肚

会
襲
狙
つて
い
登
萎

ク
をい

極

ぺで
圭
小簾

qサ
,
リ嚢

わ
な
けれ
は
先ず
就
願繭
の
爾
はな

干
蜜
い
Oが
悩
み
の梱
だ
と
いう

織
械
エ
学

例
年
より
快
足が
皐

く、
す
で
に八
割
が
決
定し
、
磯
り
の

=
割も
ほ
と
ん
ど決
つて
いる
、
脳
糠

先
な、
重
工
藁、
製
鋼
所で
は
日
立
、

扶
桑
、瀞
戸
、
淀川
奪
が多
曳

紡
績

で
は倉
融
、
呂
本、
禦
注
レー
ヨ
ン
噂

で
翼
工榮
、
紡
繍で
穴
部分
を占
に
て

い
る
、卒
榮
生
三十
石
名
に対
し
、
泉

人
申込
ゆ
八十
六
肚で
二
百入
以
上
の

求
人
申込
で
あ
る
、初
任
給
準均
七
、

八
千
円
あた
り

鉱
山

は
李
松
教呈
ま
任
に聞
い

た
と
こ
ろ
では
環
在
内定
約
五
十響
、

就
職
先
は
三#
系
(三#
齢
岡
)
三褻

系
(三菱
奈

)住
奏

井
藷
禦
)

古河
、
北
海
道謬

汽
船導
で
、鉱
山

潔
は
み
な
禁
+
蜜
上
り
X会
肚

だか
ら
あ
ま町
選
り
好
みし
な
い
と
い

う
、そ
れ
で
も
やは
り
例
年
二割
程
の

脇
職
アプ
レ
組
が
出る
とか

鯨維
題

決
足
は
二+
名
m十

艇

その
他
も
今
月甲
覆
は決
定
す
る

顕

人
遵
雪
「
蓬

紡観

製
砥
聴
に大
部
分塾
出
ず
る、
推
劇
万

法
は
学校
の
推
鴎と
慶薄
蝸個人
が
揃
劇

す
る
も
のと
二
蜀垣
あ
る
、
騨儲
は
や

は
り
嬬験
が
誇

て
あ
る
らし
い

警
寡
は
不
評
判

負
の箋

ら
の巽

鄭

み
は年
が
明
けて
か
ら
ド
ツと

交

聚
る
のが
例
年で
、
今
年
は多

少
早/・な
る
とし
て
も
皆が
締
切
ぎり

ぎ
り
r申
込
む
のが
多
・、、
先
生
志願

の
檬子
は
凍
だ何
と
も
分
らな
い
、
申

込
み
は七
件
あ
るが
京
阪帥
の肩
利
な

醐
校
以外
に
は億
暮
は
ま
だな
い
よ
う

で
あ
る

報
遙
関係
は
他
掌
部
に見
ら
れぬ
境

で
毎
日
二十
八
、
朝日
四
十
一、
共
同

通
償
十
九、
放
迭
局
「十
一あ
多
数
が

慮
募
し
て
いる
、
人廓
院
か
ら
瞥察
冒

國
稔
■が
ら
も
求
人
があ
つ
た
が申
込

み
講
で
あ
る

"身
元
調

査
は
弱
る
"

京
大
学
生
課
長
の
弁
を
き
く

籔
襲

顎
編

一

依
頼
し
、こ
れ
に
答
えな
い
と
ス肚
賦

●
をう
け
き
」ぬ
と
い
う例
が
あ
つた

り、
就
畷
決定
通
知
を
出し
て
お
きな

蛮
恵
想
胴嘉
伺
に
よ
つて
は
と
り

漕ず
と
い
う
吻
があ
つ
た、
今
犀
は
一

体
ど
う
い弓訣
源
が
京
大
に
つい
て
角

幽駈
生
臆鴇
【は
次
のよ
う
に厨
つた

就
職
に関
ず
る
もの
は
各
掌部
で
撮

う
ζ
と
にな
つ
てい
る
が
、縛
凌
掌

豊
課
へ間
会
わ
せが
あ
る
、階騨生
畷

長
と
して
は
新聞
など
で
衆知
の

=、
三
の孕
生
を
のぞ
いて
特是
の

織
悶
騒
に
は弗
鴇
に
こま
つて
い
る、

去
年
は
二、
ヨ
人
の皇
生
に
つ
いて

罷
査
6
を
6
いた
こ
とが
あ
る
が、

それ
に
っ
いて
迷
略
を
うけ
た
と
い

う話
も
き
かぬ
k
と
り
πて
て
窟

臓
晒に
書
ー、氣
は
な
い

生
命
を
救
う
友
情

病
床
の
苦
掌
生
に
輸
血
奉
仕

一暑
署
一≡
霧
§
§
漏藥
§
富
一ヨ
冨
葦
差
=羅
差
萎
∈
塁
一§
胃一一§
韓
話
翼
饗
一3
一一…
一隅
讐
薮
葦
茎
§
§
蓬
董
一蓉
ロ
邉
慈
=
塁
一}=一…
§
§
ヨ
=
一曇
筆
…
琶

さ
〇十
月廿
八
日
東大
で
行
わ
れた
鰯

二圓
米
國留
掌
生
第
一次
鼠
験
に毘
廓

合
格
の
栄
冠
冴獲
得し
た
斎
大
法
学部

三回
生
安本
潤
二君
が
にわ
か
に
発

病♪
学
潔
ら
の暖
か
い援
助
に
よ
つて

よう
や
く
病獣
冴恢
復し
、
望園
に
険

く莫
談
と
して
傅
え
ら
れて
い
る

唆
本君
は
一九四
三
年
兀月
入
学
後
回

ち
に学
徒
出
阻
で躍
砲
兵
とし
て
瀬召

本
年
弾月
復
学し
た
が
、家
族
が
朝
舛

引
揚者
で
学
賢握
供
け
金
然な
く鹸
'掌

賢
金
を受
け
る
とと
も
に
室
くじ
販
四

筋
肉
労働
駅
庭
敦師
題
数
々
のア
ル
バ

イ
ト
をし
つΣ
勉
学
には
げ
みへ
今
回

の栄
鯉
をえ
た
も
の
であ
る
が
、生
聚

の麗
弼
に度
量
な
る
ア
ルバ
イ
ト
によ

る過
労
で
さ
る三
日
軍鯛
つい
に
倒れ

たへ
呼
ば
れて
8
た
医師
拡
胃
カ
イ
ヨ

ウ
と饅
膿
炎
の併
発
と
診断
し
、
安本

書
は直
ち
に京
大
附
属
病院
外
科
e胃

の
切開
手
駒
をう
け
た
、
病状
球
服
薄

欠
漕
し、
轍
血
を繕
対
に
必翼
と
し
た

が
、
百瓦
八
白
円の
輸
血
代
㍑曹
堂生

に
は
捻
出さ
れ
そう
に
な
か
ρた

こ
れ
済
傳え
聞
いた
法
掌
部賢
曹『
白

水
画
君
は
血液
型
9型
の
入
を駅
め
て

奔
走
し
た
とこ
ろ、
櫨
禾
、
齢容

蜜

東
(法
)
の麟
署
の献
身
的
な鞭
血
提

供
が
あ
り
、蓬
ら
に
資金
カ
ン
パや
佐

藤
君
(理
)が
ペ
ニ
シ
リン
、
葡
禰糖

篶藥
贔
従
供
を申
し
出
るな
ど
瞬
か
い

救
鼓の
手
が
さし
の
べ
られ
た
、
総嵜

九
白咳
の
友
惰
の■
血
C奇
蹟
鮒
に生

命
をと
り
と
め、
小
康
を
えた
安
本
君

は
暖か
い
友
の
心
に感
謝
し
つ＼
、
浦

嚢
した
お
も
も
ちご
次
の
如
く賠
つ
た

皆さ
ん
の
肉
親
も及
は
な
い撰
助
は

何
と
い
つて
い
いか
感
謝
の雷
彙
も

あり
ま
せ
ん
、留
掌
生
の
=次
試
験

は十
八
日
で
ずが
今
度
は諦
め
て
策

年
また
ガ
ン
バり
ま
す
よ

敗
職
回
後
昭和
廿
一年
四
月
【軽

國
大
学新
聞
一
の優
身
と
して

いち
は
や
く匿
ぶ
留
を
あけ
た
「藁

聞
」も
、
六
碧で
コい
に
;

更
号を
記
念す
る
こ
と
にな
り
まし
た
。
こ
れ
もひ
と
え
に京
天はじ

め杢
國
説
者
のみ
な
さ
まの
紹
大
なご
支
持
の
たま
も
の
と、
擬
く
感

謝
いた
し
て
おり
ま
ず
。

わた
し
た
ち
の囲
身
「環
都
帯
國大
掌
新
聞
」は
、
蟹

國圭
緒
の
あら
し
に
よ
/、良
心
の
灯
弄守
り
つ
讐け
な

がら
、
ス
タ
ヅ
フ准
衣
と々
職
畢
に奪
い
嚢

つ
いに
停
刊
した
と
い
うう
つく
し
いけ
れ
ン、
騨
し

い
歴更
を
も
つて
い
ま
す。
こ
の
抵
抗が
屍
轡
にふ
か

く
根
駝下
し
た溜
動
渉
らこ
そ
生
れた
も
の
で
あ
つた

よ
う
K

「掌
蘭
鰯
聞
」
が
い濃
駅
で
いろ
い
ろ
の困

難
にう
ち
か
つて
生
き
ぬ
いて
聚
る
こと
が
で
8た
の

も、
瞬
看
のみ
な
さ
ま
の
づね
に
聚
らぬ
ご
叱
距に
よ

る
もの
で
あり
ま
し
た
。
わた
し
た
ちの
今
薩
遭ん
で

行
く
べ費
漕層も
こ
」
に
あ
る涛償
じ凍
ず
o

「京
郁
帝
蘭天
学
新
聞
」の
瞳
か
し
い傅
醗
をう
け
コ

窟
六
北
部
皇

躍
を
生
協
に

北
食
委員
会
輔
遙部
長
に
申λ
れ

京
大
北
部食
堂
を
京
大生
協
組
猛営
に

ず
るた
め努
力
し
て
いた
北
食
委鼠
会

は
十
月
廿
士日
生
協
組
より
「十
月甲

旬
絡
了
し
た上
傘
期
快
算に
よ
り
北食

経
営
の
確
儲
をえ
た
今
璽
求
貫
徹
の

た
め努
力
ず
る」
と
の申
し
入
れ
が
あ

り
蚕
働
会
は
凹
ち
に
唇
名
測
動
凌
起

し
、
七日
ま
で
に
三百
三
〇名
の
善
名

を
え
七
日田
代
補逆
剖
畏
に
、北
食
を

牛
協
磁
営
に移
ず
件
に
コい
て
の申
し

入
れ
を
し
た

白
線
浪
人
編
入
試
瞼
要
綱
沃
る

一明
年
一月
行
わ
れ
る臼
線
瀕
人救
済
の

一新
制
國立
大
学
騙
時編
入
学
ま
選抜
翼

綱
か
決
定し
た

▽
■扱
方
法
闘
掌力
試
験
と
出身
学

校
の
醐査
お
よ
び身
体
檜
査
の
結果

を綜
合し
て
決
定
す
る、
憬
し
学
刀

試
瞼
は
ゑ國
一斎
に交
料
系
岬
科系

に分
け
て行
わ
れ
るが
、
学
刀
鼠
験

の結
果
を蛸
一次
決定
と
し
、
第
一

蔭

疋轡
に受
け
入
れ
校
ひ身
体
蝕

蚕
をし
、
これ
を
蘭
二次
快
定
とず

る
▽
甑
■嗣
日
皿
廿
六年
一月
十

=、
十
三
日
で交
科
系
は十
二
日
の

み
(駐
)

▼■
璽
一奮
齎
畦
冒

五
年十
=
月
}日
か
ら
同
月十
五
日

寂
で
▽
嚢
餐
碍
畑
旧制
高
校
箪

藁
看で
廿
ヨ
年十
一月
七
日現
套
側

れ
の大
掌
に
も撮筆
し
て
いな
い
も

璽
お
よ
び
華

築
賦
験塗
疋合

格
霜で
在
掌
して
い
な
い
もの
▽
賦

験
嶋
翌仙
台
(票北
大
)
粟京
(東

大
)
業
郭
(策
大
ど
蕨
島
〔厩
囲

さ
匹
閃
(九蛆
δ
▼整
■斜
■

じ
峯
禦
糞

雷

(英
融

佛
の
う
ち
一)
國
髄
、歴
更
(日本

更
お
よ
び西
輝
更
)
理料
薬
学
部
ー

外
國
詣
(萸
、
独
、
佛
のう
ち
一)

で な

1難
悲蟹

 

ト材
糊
の砺
死
に
よ
る低
黙
コ
ン
クリ

ート
、
こ
れは
慣
化熟
は
低
い
が初
期

襲
■襲
伊出
ない
、
第
二
に冷
却
管法
、

こ
れ
は
コ
ンク
リ
ー
ト内
に
パ
イプ
を

涌
震

内
部の
璽
化熱
斎袷
却
す
るも

の、
顧
三
は露
徽
浬
く
コン
ク
リー
ト

法C
こ
れ
は
コン
ク
リー
ト
甲
に
鰭飛

費混
入
す
る方
法
て、
第
二
の
方
法
U

ずで
に
ア
メリ
カ
の
ポー
ル
ダ
ー
ダム

層
で
行
わ
れて
い
るが
、
日
本
で
はま

だ慎
わ
粍
て
絵
い策
大
の
嬉
藁
・・土

木教
室
で
はζ
の
鯛
二、
第
噂一.海
を圭

とし
て
閃
田助
敢
摂
、丹
切
麓
師
の指

纏
の
下
に
研
究
が
造
め
ら
れ
て
い
る

が、
粟
東部
下
準
定
さ
れ
て
い
る小

河
内
ダ
ム
の團
農
に
は、
こ
の
パ
イブ

法
の億
用
が予
定
され
、
そ
の
威行
き

が
曹
き
れて
い
る

日
を
優
先的
に
考
慮さ
れ
るこ
と
も
あ

る
が
、学
力
威
綱
の如
何
に
よ
つて
は

募
幽薮
にか
か
わ
ら翌
く
学
捉許
可
し

な
い
揚合
も
あ
る
、ま
た
現
に何
れ
か

の
大
掌
に在
学
す
るも
の
は
、退
掌
し

て
も
こ
の試
験
は
弓け
ら
れ
な
い、
発

表
は
二
月上
旬
に
な
るの
で
はな
い
か

と
恵
わ
れ
るが
、
現
在七
ギ
人
と
いわ

す
ろ嶺
を
牧
餐
,ハ
器
宿
倉は
あ
り
凍

ず
か、
も
し
あれ
ぼ
粛
曙新
入
生
の
入

寮
は可
能
」すか
、
盤頁
は
いく
ら
で

ず
か、
翼
受
験
時
にけ
そ
の緬
設
轟
藍

験
生
r開
放
し
まず
か
(彙
東
、欄
田
」

(答
)東
大
噴
審
宿
縛
存有
し、
現
在

金
牧
容
人鱒
自
二
十
一各
で
一室
一人

制
N
一ケ
月
の寮
費
は大
体
螺屋
へ食

費
そ
の
他
台計
千
=
白
而十
四
位で
ず
「

侮
鐸
四
月
入會
生
を
墓第
し
漢
ず
プ本
一

年は
四
十
名
の募
欝
に約
八
自
人
の涌
・

鋼
看
か
あ
り
まし
た
、受
験
時
の闘
放

は
一般
的
に
はし
ま
せ
んが
、
入
舎生

を個
人
的
に
頼
つて
來
(善
は
許
司し

て
いま
ず

塾
面
進
通
模
擬
試
験

費
謡日
、
親
学会
記瓢催
で

■照咽を
づ讐
け
る官畿く親
学
ハヨては
來}

る
二十
三
日
に京
大、
大
阪大
手
前

高
、騨
戸
瀬川
闘、
萬
屋
高
の四
ケ
所

で窮
二回
の
遊
遍糠
擢
猷
験
を行
う
、

譲

はさ
る
九
戸十
日
第
一回
の際
と

同
磯
の劉
鍛
式
に
よ
つて
九
時か
ら
十

「時
凍で
、
十
一時
璽
か
ら
は新
傾
向

の
ス
パイ
ラ
ル
式
を加
味
して
十
二
時

ま
で
、午
優
は
会員
に
よ
う解
親
指
鱗

を
行
う、
会
費
は最
高
れ
十
円、
團
体

そ
の
他齪翌
帽の
割引
ぐ
最
低
は
二十
円

本
笙
腰
畑信
11
会謙
を開
催
した
艇

当
日参
加
し力
多
数の
通
信
員か
ら
本

紙
に
対
す
、批
判
あり
、
今
後
の刀
針

奪
に
つ
ぎ梱
肉
懇
凄
、
折
か
ら闘
か

れ
で
い
た東
大
文
化祭
の
伊
藤
裕
ピア

ノリ
サ
イ
友
ル済
擁
猟敵
会
し
た

れ
る
白
線
浪人
が
、
これ
に
よ
つて
約

難

は碧

れ
て
も
のこ
り
三
千人

{
は麻
然
とじ
て
大
掌
の
門
をく
r
りえ

な
い饗
厭であ
る

箋

鼠
験
日
割
二丈
曾

一月
十
二
日九
時
-
十
】時
(貯◎

外
國
糖
(理)
数
学
、十
=時
r
十

三時
榮
(交)
國
脳
(理
)
物
趨
、

十
四
時r
十
五
時
鞭
(交
)歴
兜

(瑠
)
化黛

同
月
十
三
日
(瑠
の

み)
九
時
-
十時
峰
外
國鮪
、
十
二

}翠
生
吻

白
線
浪
人
に
不
遽
用

■
位
塾
鑑
響
芙
で
蟹
届し

本紙
簿

臭
掌
登々

の

旧制
奪

縁
し
た
科目
の藁

掌
服位
への櫓
翼
蒸
準
発
産

な
う

東大
への
影
響
が
注目
され
て
いた

が、
寺
躍
教
務課
員
の
口
によ
れ
ぱ、

㎜
東大
で
は
白線
浪
入
の
臨時
編
入
に
つ

いて
は
各
噂蔀
の寓
惰
にま
か
せ
、今

度
の蕪
塑
発
表
に
ついて
は
と
り
たて

て考
え
る
必
嘆が
な
い
模篠
で
あ
り、

臼拍蝋浪
人間
魍『よ
り
ム
俊蝋
に
よ
る復

学時
、
現
在
の旧
制
一圓生
が
休
掌
等

の事
情
に
よ
りあ
藁
年
度が
お
く
れ
る

場
合に
具
体
的
に問
題
化
ず
るも
の
と

み
られ
、
こ
の基
準
決
定
は時
間
的
に

相
当
あく
れ
るも
の
と
思
われ
る

寮
と
受
験
時
の
宿
含

(悶
)京
大
に
は地
方
か
ら來
で
就
学

本
祉
繧
昌
会
議
開
く

本
肚
で
はさ
る
モ
日午
優
一時
より
頂

阪
繭
各校
の
通
信
員の
診
側
を
訳
め・

CURRENTofthoWORLD
十=月号 葵交世界時潮 室驚 今井信之
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学
会
の
季
節

 ◇憲掌
番
旅
先で
放
旨
のζ
と
…
◇

秋
の各
萎

は貢
鶴
で
ひ
らく
の
が

溝
例
の
よう
で
あ
る。
世
界
的椙
威
を

濃
じ
え
た日
本
的櫓
殿
だ
ち
がく
び
す

を
擾E
ぞ
「京
洛
を
訪れ
て
く
るo
よ
ろ

こ
ぶ
のは
、
凋名
人
の
顔
を
鐸
見
し

て
、
優
で知
ら
な
い人
に
禰
々
と吹
儲

す
る
の
が好
き
な
学
雷
の卵
た
ち。
そ

れ
か
ら
新蘭
碧

。

厳
先
で
の放
露
は天
下
御
免
と解
し

た
わ
け
でも
あ
る
嵐
いが
、
こ
のと
こ

ろ
学
生
処
分の
や
む
をえ
ざ
る事
脩
は

か
り
し
や
べつ
て
いた
南
原
禦大
学
長

郎
、
新
聞
塑
喬四
と
の会
児
で
「左
翼

ロ

サ

よ
り
そ
の磯
退
に
衆ず
る
衝
石
をむ
し

ろ
蟹
瓶
ぜよ
」
と
語
つて
依
然硬
樋
な

学
看
b
し
い態
匿
を
永し
π
し、
大
塚

同
灌

総
長も
負
けて
はな
らじ
と
ぼ

か
旦
-掌
生
測
動み
だ
り
に圧
泊ぜ
ず
」

と
詔
つ
て
注
目を
ひ
いた
。

◇
…
軒
な
み
に懇
競
会の
ζ
と
畠ム▼

だ
が
、
誰
より
も
よ
ろこ
ぶ
のが
当

の日
本
的
権
威た
ち
ご
自身
で
あ
るこ

とは
、
学
番
の間
で
は
むし
ろ
公
然の

脇密
と
rな
つて
い
る
o秋
の働ア銭が
買
}

部
にさ
ま
つ
て
いる
の
も、
そ
の
ため

であ
る
。

何
し
ろ
い
なが
ら
にし
て
紅
端ふ
か

ま
る京
浩
の秋
を
嘆
莫で
ε
る
し、
少

し
足
を
のは
せ
ぱ
子親
のう
た
つた
法

隠
導
の
柿も
賞
味
で
き
るの
で
あ
るo

膚
名
な
学
轡
た
ちに
会
おう
と
恩
え

は
、
敏
仕
す
る各
会
湯
をか
け
ず
りま

わ
るよ
り
は、
檀璽
押隔隔衡
を
歩け
ば

よ
い。
軒
なみ
に
懇
親会
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
廓
冥
に
対し

て、
む
や
み
に眼
に角
た
て
る
のも
嚇

えも
の
だ
。
これ
ほ
どま
で
に
歌
の学

会が
一年
一度
の
行
樂
と懇
親
の
会
で

あれ
と
努
力
され
る
の
が、
交
化
國家

日
本
の委
な
ので
あ
り
、
その
日
本
で

い
ちぽ
ん
の
交化
人
た
る
べき
学
者
た

ち
の悲
劇
凶
な
所り
な
の
であ
る
。

◇
・3
一、
ニ
の
反対
例
の
こ
と…
◇

これ
ら
のこ
と
が
ら
のも
つ富
味
を

は
つき
り
み
きわ
め
た
動
きが
、
ずで

に各
単
会
自体
の
な
か
にあ
ら
わ
れて

い
る。
幽姦
を盟
了な
る
亦{歓の
■ア
」心

編て
いる
人
たち
が
全
部
なの
で
は
な

い
.た

と
え
出
張脹
貝
が
出
なく
と
も
、

量

会
へ出か
け
て
熟
心
にノ
ー
ト

を
と
る人
も
少
ー、な
い
。
國驕
掌
会
で

は
、今
年
は
思
い切
つて
新
人ば
か
り

に
研
究報
旨
を
させ
た
と
こ
ろへ
意
外

に
大
きな
牧
穫
があ
つた
と
いう
し
、

法
姓
会学
会
が
例
年の
よ
う
に
年齢
舞

を
問
わ
な
い民
圭
的な
討
鵡
に
よ
つて

ぐ
ん
ぐ
ん成
果
を
進
めて
き
て
い
るの

は
、
それ
を
鰐
成ず
る人
たち
の
塾
間

的
態
度が
民
裟
を志
同
し
7ロ民圭
的
な

も
の
であ
る
か
らこ
そ
の
こと
だ
と
い

わ
れ
て
いる
。
ζ
れは
照
に
一、
二
の

例
に
す津
な
い
。

◇・8交
歓
は將
蓼

響
こ
と
・3◇

そ
して
こ
れ
ら
の事
例
は
、当
璃
霜

の
慧噸
ず
る
と
否
と
にか
か
わり
πく

今
年
の春
、
圭
に
自然
科
掌薬
の侶蛙
一

会
が
、純
埣
に
掌
看で
あ
れ
はこ
そ
職

畢
に
利
用さ
れ
る
研
死
には
憩
わぬ
こ

と
を
箇
つた
あ
の
歴
史的
な
革和
画
開

に
つな
が
、態
匿
で
あろ
う
o

学
会
以外
に同
学
の人
や
齢
敵
と顔

を
あわ
せて
談
っん
す
る機
会
をも
た

な
い状
態
κか
ら
こ
そ、
掌
臼
は
談ら

ん
の
煽で
あ
つて
は
なら
ぬ
は
ず
なの

で
あ
る
ρ
こ
の身
鴛
え渉
ら
こ
く
師

弟
と
か
、
先臨
後
騒
とか
、
学
閥と
か

い
つた
前
近代
的
な
意醸
に
妨
げら
れ

ぬ
火
死
の
散
るよ
う
な報
告
4酎論
と

成
果
が
翼
冥
みち
びき
出
さ
れ
る
ので

は
な
い
か
。

礪
環
な
去
い方
を
すれ
は
、
馳会
の

行わ
れ
る
会層
の
近
くで
聡
が代
が
繍

習さ
れ
、
日
の丸
がか
か
げ
ら
れて
い

たこ
と
が
諭
譜
の熊
点
にな
O
ても
別

段
ひま
わ
な
いと
い
う水
ご
と響
は、

掌問
の
本
質
遭知
ろ
ぬ
珠
趨な
圭
張
に

す
ぎな
い
だ
ろう
か
。

また
そ
う
で
ある
、
し
かし
遇
去
の
そ

れ
と今
の
それ
と
比
鮫
して
、
何
か寂

藤
の感
に
た
えな
い
と
いう
の
婿
真天

に関
係
を
も
つ隙
書
の
翠口
な
口
情
で

も
あ
るだ
う
う

し
かし
何
れ
にせ
よ
、
京
六法
科
を毒

え
る鰯
含
浅
編学
を
行政
倒の
法
孕と

弁
購
士の
法
掌
に分
け
られ
ると
す
れ

は
、
緊大
の
沫科
が
行
政
冒0
法
掌
を

圭
とし
、
粛
大
のそ
れが
弁
護
士
の
法

掌
、あ
つた
と
いう
ζ
と
を念
頭
に
入

葵

けれ
ば
なら
な
い
、
この
こ
と
は

一
栗
大
が
政
治
μ.
甲
心
に
近
い
と
い
う
点

ヴ
ァ
チ
カ
ン
播
が
す
新
鏡
教
授
陣

体
諭
へと
入
つて
行
き
、
フ
7シ
ズ
ム

への抵
抗
と
な
つた
ご
と
も
そん
な
に

蕾
のこ
と
で
も
な
い、
い
ろ♪
～
な
拙

劉
は
あ
つて
もそ
の
名
■置
は今
も
な

お
法
学部
営生
の
人
晃
を
藩
して
い

る
、
「も
し
■君
が
鈴
木
賢
■氏
占
対

快
せ
よと
い
う
なら
何
時
でも
やり
罵

£

と護

な
薦

信
念
を皇
生
の

皿で
堂
籔々
■
ず
る賑
誌
の
大石
敬
撰

は
最
近
の京
郁
市條
例
改
正
で同
大
田

畑
敬
摸
的鍍
鰍
翫
に対
し
合
憲
凌亨
彊

し
菓
北弁
靴
り
の墜
讃
砿
法
料
の学
密

こと
⊃て
忘
れ
られ
ぬ
趣
か
あ
る、
闘

ら
で
傾
みら
れ
ぬ
属彫
と
も
い
えよ
う

会
鮭
陵
の大
森
教
操
、窺
族
法
の於
保

敬
授
、
民訴
の
甲
田敦
撰
は
法
掌部
内

で
も
埋
も
れた
掴
威者
と
し
て
、そ
の

鋤
贋
は』員
ー、騨
債
さ
れて
い
る
、大
隅

弦
撰
は
会駈
岳
の
梅
㎎、
ロー
マ岳
¢

田舞

蔀
撰
、
田
岡
啓
隅の

國
際
演
は時
翫
に
流
され
る
世
諭
に批

劉
の
目
を蒙

■
際賦
卿
に
対す
る

ユー
モ
アと
ウ
イ
ッ
ト
にと
ん
だ攣
巴

は日
本
は
三題
國
で
はな
いと
い
う自

儲
をも
たし
め
る

將
策
の
法
科の
揖
い
手
とし
て
上
げら

れ
る
人
は、
シ
ュ
タイ
ン
行政
学
の
長

浜
敢
綬へ
國
除
法の
田
畑
(茂
)教
授

法
埋
学
の加
藤
教授
で
あ
ろう
、扁撰

敦
授
の市
條
例
遁
懸
鞘は
注
目
を引
い

た
し
、「職轟

の
法理
」を膚
い
た

田
畑
敦
摸
は、
今
また
「世
界政
冊
の

思
想
」
を岩
波
か
ら出
し
動
乱の
世
界

へ良
心
飽な
知
薗
人の
知
性
を
ほと
は

し
ら
せ
て
いる
、
至
和間
題
護
蛋
で

の
酒
躍
も噺
雌
ず
ぺ
豊で
あ
ろ
う
、田

塑
蜜
と
憲
襲

極
めて

厳
繍
な
鵠
態
匿
は
畏歌
の
雫

パシ

昌力
ー
ニ
ス
の輪
臨
に夜
の
ふ
け
る
の

も知
ら
な
か
コた
と
いう
の
も
敦
撰の

面目
艶繭
如と
し
て
押
び峯
§
て
い

る、
研
究
が
おろ
そ
か
にな
る
か
らと

職顔
組
蚕
にも
入
ら
な
いと
い
う
のも

改
撰の
一賃
し盗
屡
の凋
れ
だ
榮

それ
は
別
とし
て
も
こ
の掌
間
への患

興
猛
屡
を
琶
髭
浸
と撤
垂

生

遙
に
曳ん
ぐ
も
ら
いた
い
も
の
だ、

屍
霊
ぞ
「演馨
撃
は肇

の

略
点よ
り
姶
まる
」
と
稟京
の
川
島武

幽畢閃と
と
も
に新
し
い民
藏
の
確
立
を

め
ざす
灘
村
助敦
授
馬
デ
fレ
タ
タ
ン

ト
で
エス
プ
リ
にと
み
「学
問
な
民衆

の
甲
へ」
奔
実臥
ず
る
宮
内助
敦
授N

ー

ー

,●

◆1

◆●

ol

,1

φ
1
φ1

.o

など
も
ま
た法
科
の
新し
い麿
ぐ
あ
ろ

う、
そ
し
てま
柔

これ
ら
教
奨

助

敬
授
の
新
鮮な
感
覚
が
や
Σも
ず
る
と

儲匿庚りfし
よう
と
▼ず
る法
糾
の
ス
ー勢

を剛
へお
し
幾
めて
も
い
るの
で
あ
る

■師
級
を
見
展
ぜば
宋川
立
命
大
学
長

の民
法
憾
い
わず
も
が
な、
こ
れ
ζ
そ

正
に日
本
法
掌界
の
至
宝て
あ
る
、
京

大
法帥蔀
を
み
るに
忘
れて
な
ら
ぬ
の

は
佐
木々
惣
一氏
で
あ
る、
昨
年
蜜
で

■
師
をや
り
、今
は
そ
れも
や
め
て
名

轡
歌
授
の
地
位に
あ
る
が
その
眞
面
目

な
研
死蘭
遭
は鷺
敬
の
眼
をも
う
て
み

ら
れて
お
り
、七
十
有
余
の巻
齢
に
も

殉
わ
謹

済
2
品
敬
授、
嘉

の
野
田助
婆
脳など
の
鷹
韻
を学
生
と

と
も
に闇
い
て
い
る姿
は
、こ
」に
こ

そ
大
掌
の良
心
、餅
究
脅
の翼
翼
の
姿

を
兜
出し
て
よ
かろ
う

し
か
し法
掌
部
と
い
つて
も十
年
一日

の
ζ
と暫
■
置
と
いう
よ
り塗
く
無
瞭

屹
燥
と
い
つた
■識
も
少
ー、な
い
、
面

白
ー、な
い■
識
に学
些
を
鍋
めよ
弓
と

ず
る
のも
無
理
な話
で
あ
る

し
か
し学
問
は
時
翫
r左
右
芦れ
ろ
べ

き
も
ので
も
な
ー、、
っね
レ人
間
r
結

び
つい
たも
の
で
あ
ミ
価
州囁
変
な

ど
のあ
の
塑
圧
り中

、も
「個
論
法学

の譜
問
題
」
に簗
成
～れ
法
肚
登
掌晒

究
ピ多
大
の商
題
涛
卵
艶
た加
古
祐
二

郎
氏
の研
究
が進
め
っれ
、Ψ.仏た
古
く

は大
先
聞
岡
松謬
太
郎
教授
か
台
湾
へ

の
塗
、
工
湯
の
ベル
ト
で片
腕
死
な

く
した
胃
年
に
あ
った
こ
とか
O
「無

過
矢
賠贋
胃
任
醗」
序
展
開し
て
い
つ

た
、こ
れ
ら
の儀
物
が
す
べで
東
大
関

係巻
で
あ
つ
たこ
と
を
今
一晦
麟
み
O

の
もあ
え
て
無駄
で
は
あ
。獣い
(深
)

6
ー

毎
年
ス
ポ
ー
ツ
の

9

シ
ー
ズ
ン
と
も
な

れ
は
、
き
寂
つ
て

""

園
蔭

る
歪

入
蛋
件
、
替
i

事
件、
願
援
團墨
行
車
件
篶が
、
秋
も

た
け
なわ
の
今
日、
あ
ま
り
一グの
四
を

蘭
か
ぬ
のは
挙
衝結
構
-あ
ろ▼
も
つ

と
も
ピス
ト
ン
堀
口が
汽
宙
¢ピ
ス
ト

ン
に
はね
ら
れ
て
死ん
瓦
椿亀
が
あ
つ

た
が
、故
人
に
は氣
の
竃
・も、
こ
れ

は
歌
笑
がジ
書
プ
r弔
突
し
たと
同
じ

く
〃天災
"
と
い'5
ぺき
だ
ろう
▼
し

か
し
これ
で
も
つて
ス
ポ
ー
ツ界
は
太

奉
無
萬
、遙
義
に
みち
く

て
い
ると

い
う
わ
けで
は
さ
らく

な
い、
第
丑

同
國
民体
育大
会
は
「つΣ
がな
ー、」

開
か
れ
たが
、
地方
の
開
姥
地
律-得
運

動
は
牢
激々
し
ー、なり
、
そ
のた
め
か

経
費
は
うな
宮
上
り
に上
つ
て今
年
で

は
四磧
の
距額
に
遙し
て
い
る、
入
場

料
の
予
定噸
は
五
百万
円
に
過
竃ず
、

八
直
万
円の
國
厳
補
助が
あ
る
にし
て

も
、
六
部分
の
負
担が
さ
な
きだ
に
圏

挽
に
薔
しむ
地
方
民
にの
しか
、
つて

き
て
は
た
ま
つた
も
ので
な
い
▼む
か

し
露
令
制
匿
の兵
制
では
「
一人
昌
士

を出
ず
と
一家
が
づ
ぶれ
る
」
と
いわ

れ
た
、
鱒度
閣体
が開
力
れ
る
と
その

縣民
に
茸
を
く
Σる
も
のが
出
る
よう

にな
ら
ぬ
と
璃限
りな
い
▼
ての
他府

縣対
抗
制
に
よ
る天
量
馨

職制
匿

にも
問
題
が
あ
るし
、
「参
加
人員

一万
石
千
」
と頭
数
は
か
り
も
繭
っ

て
おれ
ま
い
▼十
月末
か
b
開
かれ

たサ
ジカ
ー
・
リー
グ
職
斎見
r
行
つ

て見
給
え
、
謹
蒔
代
ス
ポー
ツ
遊
や

つて
い
た
の
が大
い
に
貝献
し
て
、
今

で
は
一流
会
赴
の眠
員
にな
り
ダ
プ
ル

の背
匿
青
曽
こな
し
た
〃
先題
"
が
試

含前
に醸
く
こ
わい
頻
融し
て
選
手
に

訓派
ず
る
「玉砕
挽
朗
して
職
穴
、死

ぬ覚
悟
で
当
るん
だ
ぞ
」
▼
r」の
烈
々

た
る■
魂
で
た
、き
上
げら
れ
た
ス
ポ

ー
ツ学
望は
、
レタ
ド
・
パー
ジ
反
対

璽
央負
金
増
懇
藝

の藷

動
で

メ

さぞ
か
し
め
ざま
し
い
活躍
冴す
るだ

　

ろう
と
も
愚
え
るが
ど
つこ
い
そ
う
は

行
かぬ
、
鰹
日
々々
の
猛練
曹
に
ク
タ

く

にな
つ
て家
へ購
ると
「勉弼
ず

る
㈲が
や
つ
と
」だ
そ
うだ
▼
学
生
層

の
甲
にガ
リ
勉胃
年
キ政
治置
軍
と
ス

ポ
ー
ツ胃
年
の
∫書
が
よ
ほど
色
分
け

も
は
つき
り
と稲
立
し
出し
た
こ
とは

大
い
に
一讐
遊
聖す
る
こ
とで
あ
る

本
弓
ホ
ー
ム
・
ル
ー
ム
休
職
し
衷
す

昌冒
■
1■
巳
■
1■
塵
昌墨
昌
昌▼
1

-

9

羅 麗竈霧 醤

 

図
璽
囲
係
員
の
注
文

先
号
本欄
に
私
躍
の紋
劉
的
實点
(と

恩
わ
れ
る)
疑
指棚
さ
れ
た
方
に感
謝

す
る
とと
も
に
、今
後
旗
る
べく
心
が

け
た
いと
愚
O
てお
り
楽
す

こ
の
罎
金に
利
用看
の
皆
綴
に私
逸
か

ら
も
注文
も
い
たし
楽
し
よ
う、
止
む

を
得
ぬ下
駄
は
き
の方
駄
禰
7.に歩
行

し
て
あげ
て
下
さ6
、
7一れ
か
h公
私

図
歯
の持
去
リ頁
の切
取
り
、さ
b尾

尉
、
時鞄
か
⊃ノ
i
＼類

至
るま
で

持
表
りも
三
日
に
一度
位
閥
出が
あ
り

よ
す
、な
お
当
鯛
蛋
で
峯

不
足

で
監
圏
のた
め
の人
員
配
曜
なく
閲
麗

簾
は
出納
手
を
こ
め、
畳
聞
二名
、覆

闇
二
名で
日
々
千
数
白人
の
利用
轡
を

受
入
れて
い
峯
3が、
そ
の
上続
計
贋

瀦
添あ
り
ま
す
の
で考
え
た
り醗
算
し

纂

ら
嬉
そ
ね
ば
な
らぬ
場

合
も
あり
、
渦
労
時
は無
匹
法
なお
方

に対
し
氣
分的
に
唄
付が
霞
凹し
た
り

口が
謝
か
つた
め㍉
俸
が
充
分
動か
な

い人
間
的な
仕
薙
が
き
つと
あ
ると
恵

い凍
す
ので
、
か
、
る際
に
は
圓接
係

曼
r
御
思告
下
さ
い
(附
圃
図
■館
閲

胃
係
員
)

十

月

九 」尋
呼 目照
円 幽店

睡
野
畷
蹉
賛
難

歌

へ引

赤

い

繭
…
…
ー
ー
安
部
公
房

}騨
霧
鞍
嶺
髄

隆麹
→ 日の生き万について・

轟 藤
岬し

村 厭
牧
噂

畢欝
羅
蟹盤1箋轡
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モ
聖
パサ
ン
の作
品
1
と
く
に
そ
の

短篇
は
、
フラ
ンス
語
の敬
材
とし

て、
大
い
に
搬用
さ
れて
き
た
。
あま

り
「学
問
」
がな
か
つた
と
い
われ
る

モー
バ
サ
ン
の作
晶
が、
こ
ん
な
にま

で外
國
の
教
蜜で
よ
まれ
るの
は、
お

そら
く
そ
の
交竃
が
比鮫
的
卒
易で
あ

るか
ら
だ
るう
。

一通
り
フ
ラ
ンス
翻
をま
な
んだ
日

本人
で
、
モ
ーバ
サ
ン
の作
晶
を
いく

つか
よ
ん
だ
と
いう
縦験
を
持
たな
い

も
のは
、
お
そら
く
[人
も
な
いだ
ろの

う。
だ
が
、
フラ
ン
ス語
と
髪

づた

く無
関
係
に、
い
わ
ゆ
る小
覗
好き
な

人も
、
課
訳
を通
じ
て、
一つ
や
二
つ

の作
品
は
、か
な
ら
ず
よん
で
い
るに

ちが
い
な
いρ

今
年
は
、
モー
パ
サ
ンが
生
まれ
て

晒
白
牢
目
にあ
た
つて
い
る
o
(死

ん
だ
のは
わり
あ
い早
く
、
一八
九

三年
で
あ
つた
)
フ
ラン
ス
では
生

髄
百
年
を
記念
し
て、
い
ろ
いろ
な

行
嶺
が
おこ
な
わ
れた
椴
子
で
ある

こ
の
機
会
に、
世
界
の有
名
な文
掌

暫
た
ち
が、
モ
ー
パサ
ン
を
どう
考も

え
て
い
るか
を
垣
闇み
る
の
も、
も
・

し
もも
し
り

う
た
くさ
ん
か
ど
う
か遊
蓼
え
るた

、め
に
、
な
にほ
どか
の穆
考
にな
る

彼

の

墓

の

上

に

土

軽

か

れ

軌
蒙
...雰
.ど.篇

…
・諸
外
国
で
は
・…

亡

き

モ
ー
。ハ
サ

ン
を
追

・ユ
諸
批

騨

オ
ル
ダス

バ゚
ク
スレ
ー
1
忍
は

石

川

湧

蕪

曜舞

菱
諺

脚羅
灘

灘叢
懸
籔
糠

1
べ
ー
ルの
そ
れ
より
も
よ
く
傾贈
さ

ト
ー
マス
・マ
ン
ー
私
は
こ
のフ

れ
た
ので
あ
る
。

ラン
ス入
の作
品
を、
翼
の
麿
味で
不

モ
ー
ロア
ー

ラ
マル
チ
ー
ヌと
同
朽
な
も
のと
恵
う
。数
世
紀
後
には
、

檬
に
、
モー
パ
サ
ンは
あ
まり
才
能
が
世
界
交
学
のな
か
で、
甲
篇
小
睨
り最

あ
ったた
め
に
、天
才
を
持
った
め
の
大
の
距匠
り
一人
と見
ら
れ
る
に至
る

ノ

努
力
をし
な
か
つた
。
私
が
も
つと
も
だ
わ
う
。

よ
く
記憶
し
て
い
る俺
晶
は
「イ
ツ
ェ

ツ
ァ
イク
ー
1
今
日モ
ー
パ
サン
は

が
な
い、
し
か
もず
い
ぶ
ん昔
の
こ
と

だ
。
それ
に
わ
た
くし
は
あま
り
説
霞

家
で
はな
い
し、
小
読
を
よむ
時
間
も

ー

また
多
分
くの
趣
味
もー

持
つ

て
いな
駐

ク
ロー
デ
ル
ー
モ
ー
パサ
ン
に
は

何
の興
味
も
もた
な
い
。

R
●M
.デ
ュ
・ガ
ー
ルー

モ
ー

パ
サ
ンは
、
生ま
れ
な
がら
の
僅
大
な

コ
ント
ウ
ー
ルの
一人
だと
愚
う
。少

し愚
が
つ
づか
ず
、
少
し蟹
認
で
は
あ

る
が、
す
ぐれ
た
交
竃家
で
、
常
に
リ

ァ
リ火
ム
と
詩と
の
翼
に身
を
持
ず
る

こ
とを
知
つて
いた
。

ジ
ー
ド
の
膿う
に
は
ー
イ
ギ
リス

　

ド
イツ
(ロ
シア
さ
えも
)
の
方
が
モ

ー
パサ
ン
に
対し
て
フ
ラ
ンス
よ
りも

有利
な
劉
断
をく
だ
した
よ
う
に
思う

フ
ラ
ンス
に
は大
し
た優
継
看
が
いな

いが
、
外
國
のす
ぐ
れ
た匹
家
に
大き

な影
響
を
あた
え
た
こと
は
否
易
き

な
い。

繍
モ
ンテ
ル
ラ
ンー
彼
の
侮
晶
はよ

く知
b
な
い
。外
國
で
の騨
判
は、
あ

漢り
買
い
かぶ
つて
いて
㍉
フ
ラ
ンス

の交
学
塊
では
董
昊もの
だ
。

嬰
デ
ェア
メ
ルi

二薗鼠剛、
パ
リの

ペ
ン
・ク
ラブ
の
会
合で
、
ノ
ルウ
ェ

フラ
ン
ス
では
不
当
に遇
ゼ
ら
れて
い

る。
私
は、
ふ
た
た
び
彼
の時
代
が戻

つて
ー、る
と確
埴
ず
る
。彼
は
常
に説

看
を獲
得
ず
るた
ろ
う
し、
人
間
の魂

をよ
く
知
つて
お
り
、文
学
的
創
造
の

力
を持
⊃
て
い
る彼
を尊
敬
ず
る
われ

われ
は
、
常
に彼
の
弟子
で
あ
り隔
友

であ
る
だ
ろう
。

コー
ル
ド
ウ
ェル
ー
モ
ー
パ
サ
ン

はか
け
が
えが
な
い
。
した
が
つて
彼

の作
品
は
、永
久
に
本盟
的
な
交学
作

品と
し
て
残
るだ
ろ
う
。

ド
ス
・バ
ンス
i

若
いこ
ろ
によ

んた
の
で、
は
つき
り
おほ
え
て
いな

い。
し
かし
、
バ
ル
ザ
ック
や
フ
ロー

ペー
ル
を
よ
めは
、
モー
バサ
ン
をよ

む
必
要
は
な
いよ
う
な氣
が
す
る
。

ロ

ヨ
ハ
ン
・
ポ
ー
エ
ル
ー

彼
は
フ
ラ

ン
ス
鰻
大
の
融
交
学
で
、
ス
タ
イ
リ
ス

も

ト
と
し
て
は
フ
ロ
ー
ペ
ー
ル
を
、
プ
シ

コ
ロ
婁
グ
と
し
て
は
プ
ー
ル
ジ

ェ
を
し

桝

一
の
い
で
い
る
。

ク
ロ
ー
チ
ェ
ー

フ
ラ
ン
ス
の
批
酔

と
交
学

鎚
と
は
、
モ
ー
パ
サ

ン
を
正
当

に
遇
し
て
い
な
い
。
今
日
、
人
々
は
魂

の
ひ
か
ら
び
た
、
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
テ
で
を

欠
い
た
夢

凋
家
た
ち
を
賞
竈
し

て
い

ロ一る
。
そし
て
、
ゆた
か
で明
快
な
ス
タ

一イ
ル
を蒋
ち
㍉
人間
の
心情
と
殖
餓
カ

一と
に
調り
か
け
る
モー
パサ
ンの
前
を

無
関
心で
通
り
すぎ
て
し
まう
。

モ
ー
バサ
ン
羅非
に
関
ず
る
「諸
家

の
意見
」
は
、
まだ
漢
だ
たく
さ
ん
あ

る
が、
紙
面
が
な
いの
で、
残
念
な
窃

ら
これ
だ
け
に
とど
め
る。
ギ
ー
よ
、

な
んじ
の
葛
り
上
に、
士
が騒
か
ら
ん

こ
と
をノ

(日
佛
会鱈
主
事
)
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者

 ー映
画
界
追
放
裏
ぱ
な
し
ー

ヒコ

さ
まざ
な
レ
ツド
・バ
ージ
の
な
か

で
映
画人
の
問題
は
世
間
的
に恢
手
な

だ
け
に、
あ
る
こと
な
い
こと
をと
く

に商
染新
聞
が
霜き
た
で」て
い
るo

日
く山
田
五十
鈴
、
曰
く宇
野
冨
吉

日
ー・今
井
正
、
山本
匿
夫
、
日く
衣
笠

闘
之
助、
曰
く八
木
保
太
瓢
:…
。こ
れ

ら
の
フリ
ー
ラ
ンサ
ー
を
一鯵
誰
が
迫

放
ず
るの
か
。第
【
「赤
廻数
」
と
い

う
のが
お
か
しな
唇
葉
で
知ら
な
い
人

は
公職
担
放
か何
か
と
間
じ
に思
つて

い
る
らし
い
が
、こ
れ
は
盟
な
る解
履

申
渡
し以
上
の
も
ので
は
な
い。
雇
圭

の
な
いも
の
を
一体
誰
が
解
雇し
う
る

「暁
の
睨
驚
」「暴
力
の
街
」(山本
臨

一夫)
「きけ
わ
だ
つみ
の
寅
」(関川
、

八
木
)
「ま
た
遙
う日
ま
で
旨今
井
正
)

など
の
作
品
はそ
の
作
品の
質
の高
さ

川

鉄

夫

に正
比
例
して
圧
倒
的な
交
持
をう
け

た。

の
か
ρ

こ
れ
ら
の娩
召
の
支持
を
う
けた
作

目
/、の
一人
[人
に
つい
て
みて
も

晶の
作
看
たち
が
誰
で々
あ
る
か
を十

衣
笠
貞之
助
は
自分
は
赤
と何
も
関

分
に
見
て
ほし
い。
「緑
な
き島
」の小

係
が
な
いと
園
胴U
た
が
す
でに

大
坂
哲
人
監
督が
日
本
C最
初
の
推
賞

を

映
正
月作
品
の
「紅
国躍
=
劃碓
が

総司
令
部
から
う
け
て華

し々
い賦
写

決
定
、山
田
五
十鈴
は
粟
横
で
「乱

会が
開
か
れた

こ
と
は記
憶
に
新た
な

れ
星
荒陣
山
」
で
お浜
を
や
つて
い

とこ
ろ
で
あ
る。

る
、八
木
保
太
郎
は
「風

に
そよ
ぐ

今
回
の
映画
人
の
「赤
遁
放

」
とは

葦
」
の脚
色
を
や
つて
い
る
。

こ
れ
ら
のず
ぐ
れ
た入

を々
日
本映

な
る
ほ
どこ
れ
ら
の人
た
ち
の甲
で

画
界
か
らお
い
だ
そ
うと
い
う陰
謀

は
映西
会
勧
が
新
聞で
あ

ま
り穫
き

な
の
で
あ
る4
白
置」
と
い

う
もの

た
て
た
ので
使
いた
い
が
今
は
一寸

は
政
吋
筋が
出
ず
も
のら
し
いが
、

と
い
う
ので
の
どか
ら
手
の
出

るの

こ
の
映
画人
退
放
は観
害
が
政府
や

を
引
つこ
め
た
のも
あ
る
。
「風
に

映
臨
経営
者
に
つ
き
つけ
る「白

■費」

そ
よ
毒
」
琴

莚
と
ぢ
の
が

だ
と
い
そ
℃

馨
う
・

暮
原政
久
に
溶
着
いた
の
な
どな
か

か
く
て
二〇
%
減
の映
噛
界
はさ
ら

な
か微
妙
な
決
定で
は
あ
つた
o

に
ジ
ーー貧
にな
る
こと
野
至で
あ
る

×

X

、X

こ
の
正
月作
晶
の藁

歯
が
揃
い

と
ころ
で
日
本
の職
後
の
映匝
外は

も
揃
って
「寄
らは
斬
る
ぞ
」の
時

さ
葺
審
勇

餐
に
蔑
雫

の

調

オ
ン
パレ
ー
ドで
あ
る
こ渉

一路
を辿
つた
。
お涙
頂
戴
か
エ
ログ

ら
も
bか
ろ
う
。
日本
の
映
面経
営

ロか
が通
り
相
堀
にな
つた
。・そ
し
て

看
は
みず
か
ら
好ん
で
映
画界
の
篤

昨
年
の春
から
一船囲
客
の
ふと
こ
ろ

土
傑職
をと
つて
い
るの
で
あ
る。o

具
合
も轡
い
て
牧
ス減
は
著
し
く、
今

こ
の
焦
売
職
の参
謀
本
部
は誰
か

年
に
入
ると
二
〇
κも
昨
年
から
み
て
そ
の
発
起人
は
委

の馬
淵
置獲
で
あ

牧
ス
が減
退
した
。

る。
彼
は映
薗
の
こ
とは
何
も知
ら
な

し
かし
観
客
は
日本
映
画
の質
的
低

いが
人
の首
を
斬
るこ
と
だ
けは
知
つ

下
と
反比
例
し
て向
上
し
た
。昨
夏
の
て
い
る
。彼
は
一一度
にわ
た
つて
こ
の

「胃
い山
脈
」
(今#
正
)
を皮
切
り
薗
轄
り
をや
つ
た
。今
審
の
それ
で
東

「野良
犬
」
「晩
春
」、今
年
に入
つて
宝
は
倣
底的
に
焼
け野
原
と
なり
あ
の

優
秀
な農
舖
と有
能
な
ス
テー
ジ
・ハ

ン
ド
を鋼
え
た砧
ス
タ
ジ
オに
は
閑
古

廟
が鳴
き
だ
した
。
自
主製
作
と
称
し

て
是迄
渡
辺
邦男
-佐
醸武
と
い
う
菊

旗
同志
会
の
親分
に
「肉
体
の
暴風
雨
」

と
か
「翼
恋坂
の決
闘
」と
か
い
つた

叩
き蜜
り
作
畠
を作
らし
た
あ
げ
く内

部
から
揉
め
て
稟宝
盟擾
も
馬
淵
を敵

還
し
日映
演
と
の憂
渉
にの
り
だ
しか

け
た。
あ
わ
てた
罵
淵
は孤
立
し
だし

て
陰謀
を
考
えた
の
肌
腿禦
「赤坦
放
」

そ
して
粟
宝
たけ
で
は
轟合
が
騒
い
の

で
弩

大
映
を抱
き
こみ
ま
ん
ま
と

他
融
の混
乱
に粟
じ
て
栗宝
切
放
け
策

を
考え
た
。

ζれ
が
映
画界
赤
遍
放
の翼
相
で
あ

る
。そ
れ
で
東宝
い
救
われ
た
か
と
い

え
は新
に
登
期し
た
小
林富
佐
雄
杜
長

に
な
Pて
い
ま
ず
。と
こ
ろ
で
ヌー
ド
遊み
た
が
る

の
は
もち
ろ
ん
性感
情
ぐ
し
よう
が
、
フ
ロイ
ド
と

の
象

輪
や
ブ
ロー
チ
も
性器
象
徴
Cあ
る
の
だ
そう
で
ず

◇
…・
「さ
が
み
のや
=
浦
二崎
は
〃へ
"
の沸
を

赤
く
はた
た
て
ま
つれ
ると
こ
ろ
」
と
北
原
内
秋

騨
。
…
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…
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3㎡

㎜　

こ
と
にし

ロ

㎜

簿

の賞

㎜

り

り

㎜

こ
の醤

が
早
,、も
二
鼻
を
か
ぞ
え
る.」と
にな

薯

や緕

の厚
蒙

繋

醤

外
の
も
のの
㎜

㎜
つた
。
それ
で
何か
謬

と
いわ
れ
る
ので
、
晒嚢

藁

つ
た
がど

れ
ら
のす
べ
て
を笙

自
身
のも
㎜

㎜
蜀

馨

ら今
暴

で麸

み
て
蓬

と
9

の
とす
る
瀦

をと
つ
た・
そ
れ
か
象
金
の
願爵

㎜

さ

ロ

雛

服紅馨
ー

のお藝

禰籍
麺
羅
舞

畿
繍

㎜
題

嚢
な
董
薯

讐

姦
鰺

註
い
去
貌

へ
窓

の
で
あ
つた
・

㎜

㎜
書

い彗

ほそ
ぐ

寿
を
つ
。
けて
い
たが
、

そこ
へ癸
新
鐸

の先
㎞毒

套

茎

こ

㎜

凝轄
鱗
無
講
鱗
義
罐
贈馨

㎜
囲
覧
ま
わ
芝

そ
の
≡
年
の
聞
に、
ほ
とん
ど

な笙

幽
笙

(高
蚤
)
の
多
の
撃

圭
軸
㎜

㎜
茜

の叢

薩

カ
イ
メツ
し
て
し峯

て
嚢
に

歪
て
い
た
が・
藷

鐵
蟄

惰
も
萎
定
で
㎜

　
の
　
と　
　
の
ニ
つの
　　
が
ゆ
つ
て
いた
が
ヘズ
ま

　

蓄

箋
年三暴
莫

の方はあ嚢

雛
呪誘
詳
難
輪
嚢

搬
㎜

翻
鞭慰
懲
灘

蒸灘
鰯
難
糠
蟹

㎜
薯

の
菱

製
馨

嚢

は
そ
の莫

る葱

に熟
く
し
たら
く
た
は
るぞ
;

・姦

を
㎜

の

り㎜

召
いあ
つた
。
全
・・スト
ー
ツ
の上
の
金
魚で
あ
つ
た

掌
倉
訂課
に促
管
を
託し
て
あ
り馬
こ
れ
を
賢金
に
あ

　

り

m
て
れば
事
は
一蕃
簡
臨だ
け
れ
ど
、同
学
臼
に所
風
す
が
朝
目
も
手加
載
し
て
よく
金
魚
を生
か
して
く
れ
た
㎜㎜

と馬
今
も
思
い出
し
て
は感
謝
して
い
る
。
二十
三
年

ー

る
こと
に
よ
つて
生
ず
る拘
束
、
不
自由
は
二十
年
の

㎜

夏朝
目
の
工場
て
は
自家
の
仕
恥が
次
扇
に
ふえ
て
鰻
剛

永
き
にわ
た
つて
多
く
の先
闘
が
、
なめ
つ
㌘け
た
善

㎜

臨
、汁
であ
り
、
どう
し
て
も今
度
は
独
自
}個
の
新聞
肚

串ど
う
に
も出
楽
ぬ
と
いう
こ
とだ
つた
の
で今
度
は
㎜

　

り㎜

で
なけ
れ
ぱ
なら
ぬ
と
いう
こ
と
に
なり
、
これ
は

毎日
の
先
盟
のお
世
謡で
高
速
印刷
に
変
つ
た。
こ
」

　

闘
菓
大
のも
と
の
需
大新
聞
は
創刊
以
降相
当
期
間
大

でも
も
う
け
にも
な
らぬ
位
亀
を学
生
の
新
聞だ
か
ら
㎜㎜

鵠
堂か
ら
公
認さ
れ
て
い
なか
つた
嗣
例
もあ
h「
そ

とよ
く
面
圏
死み
て
くれ
て
い
るか
ら
心
配
はな
い
。
鵬

ロ

リ

れ
で弩

望
こ
と
。
それ
か
ら
麩
含

森

ポ

こ
れ
拝

まし
い
こ毒

は
な
いが
、
も芙

学
論

ツ
ダ
ム宣
筥
を受
諾
し
て降
伏
し
た
以上
や
がで
帝
國

ら激
り
出
され
た
ら
と
いう簡
題も
、
今
年
一月
掌
内
㎜㎜

大
学
の
〃帝
國"

は
清
えて
し
も
う
であ
ろ
弓か
ら
「

口体
と
し
て
公認
さ
れて
解
演
した
。
四
璽
世紀
に
わ
醐㎜

た
⇔掌
生
新
騨
O歴
史
遊顧
み
ると
、
大
掌
の内
と
外

ー

関
わ
れら
は
は
じ
めか
ら
東都
大
掌
新
聞融
で
行こ
う
と

㎜

　
き
ま
つた
　

と
にあ
　
の
　が
た
　
が
いく
つ
もあ
る
　
か
も
るホ
　

サ

リ

　馳
軽
幾
蠣
鰻
箋
鑓
霧
鐸
巽
醐
讐
擁
慧
噸題
　

㎜

の剛

も
に
掌
生
の
手
に
う
つ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
新
聞
も
総
長

(塞
計
覇

問
)
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ロ酬
の
歌
にあ
り
ま
ずが
「へ
の紳
」
と
は
「さ
への棘
旨
〃へ
"は
「へ
の

㎜
こ
」
「へね
こ」
(男
性
器
の
地
方冒
)
あ
〃
へ"
。
と
い
う
か
ら
に
は

旧

「さ
へ
の繭
」
n道
鵠

も
並器
象
徽
ごず
ね
。
そし
て
「…
…白
川
の

耀
鉾
れ灘
鶴
鍵
論
簿
罐

鳳
ま
ず
から
、
窪
器象
徽
も脚
檬
か
ら
ニ
ュ
ール
ッ
ク
へい
さ
、
か人
間
的

耀

諾

叢

華

の笙
活"套

ていま・たが

酬

六

}
八
人
の
男
子
学
生
の
隼
分
以
上
が
接
吻
経
験
者
、
そ
の
七
割
余
り
が

調
圃6
≡
=
6
=
一=9
≡
=
o
=
…
●
≡
3
雪
■。≡
一■
=
…
■
3
…
6
≡
=
■
=
≡
■
一

(
一三の
息
チ
)は
渠
室
を
興行
会
砒

に
か
え
ると
い
弓方
針
ご
業態
の
縮
少

を
鶴
明し
軍
ー、もさ
自名
の
人爵
淘
汰

ア

を
計
劃し
て
い
る。
赤
追
放
止む
な
し

と
逃
げた
全
映
演が
今
度
は
どう
出
る

か
。
今度
は
白
も照
も
コミ
六百
で
あ

る
。
これ
が
赤
遺放
の
よ
つ
て硬
る
必

ロ

然
の道
で
あ
り
、そ
の
背
後
には
疸
放

看
小
林
=
二の
あや
つる
阪急
賢
本
の

「自由
にし
て民
圭
的
な
」
意志
が
勘

い
て
いる
。X

X
×

×

十
デ歳
の
少
年が
曹
官
を
ピス
ト
ル

で
射殺
して
自
親し
た
と
い
ろ廓
件
が

新
聞
斎
賑
わし
て
い
る。
そ
の
晃何
処

に
、
な
どと
い
つ
て
い
るが
[体
ピ
ス

ト
ル
を
今
日も
つ
て
い
る轡
は日
塞
入

の
中
で誰
だ
ろ
う
か
。ま
た
パ
ンく

篇

鰭

縫

罐

能
麗

何
か
。
日本
で
上
映さ
れ
て
い
る映
固

を見
て
い
る人
た
ち
はよ
く
知
つて
い

る。
「破
製
的
な」
豚分
チ
が聰
優
ピ

ス
ト
ル
を射
つ
た
こと
は
ま
だ
聞か
ぬ

が
賭
館
で
は
ピ
ス
トル
ぱ
か
り射
つ

て
い
る
のが
大
流
行
であ
る
。
まこ
と

に
「赤
担放
」
の
映
頃界
は
十
=歳
の

少
年
を
よく
敦
育
し
たも
の
で
あ
る。

(賠
■騨
験駅
)

米
國
の
深
さ
を
再
認
識

多
サ
ー
"死
よ
驕
る
な
か
れ
"

青

手
に
と
る
凍で
酒
こ
の循
物
r
私は

何
を期
待
して
いた
か。

習
者
は
「内
胃
物
」で
有
名
な
ジ
聰

ン
・ガ
ン
サ
ー
。
取
扱
つて
い
る
の

は、
彼
の
肩崩
な
一人
息子
が
脳
脚瘍

開

山

秀

夫

で
藁
石効
な
ー、天折
ず
る
は
なし
。
こ

の
親
の心
配
やら
習
労
や
ら
を、
鐘
蓬

番
r、
読
ま
せ
るよ
う
に
霞
いた
だ
け

の
も
ので
あ
ろう
。

{
こん
な
予
想
しか
も
た
なか
った
。

3

日
本
画
壇
新
人
集

⑨

新
制
作湿隅会
昌弔、動
腓粕を
テ
ー
マ

に
し
て特
色
を
罫輝
し
て
い
る。

長
冨
粟
室
の
特殊
技
備
部
で働

い
て
いた
そ
の経
験
が
長
所
とも

な
り
弱点
と
も
な
つて
い
る
。動

し
か
し
、観
ん
で
私
は私
の
浅
薄
花恥

じ
た
。

「轡
渡
り圭
縞
」
と
正反
対
の
「局
地

的
改
革
暦
」(ロ
ー
カ
ル
●リ
フ
ォー

マー
)
の糟
碑
。
為
のア
メ
リ
カ縞
紳

の
良
費側
面
は
、
こ
のガ
ンサ
ーの
家

庭
に
、
かく
も
生
8生
ぎ
と
馬
かく
も

深
ー、きび
し
い
形
で生
き
て
い
るの
か

ガ
ン
サ
ーの
家
庭
は描
か
れ
ざ
るア
メ

ロ

◇
…

「い
や・

㎜

交
際
も口
C
戦
賛成
し
て
い
るん
で
す
が
ネ
エ。
冥
際
にう
ち
の
娘が
男

99

の
子
を運
れ
ぐ
く
ると
な
ん
C
ず
か心
配
ぐし
て
ネ
ェ
。夫
嬬
が
拷
貌き

㎜

饒
欝
募
黎
塗
諺
難
簗
醜
懇
紗慨
㎜

子
を
ア
ン
フ
ァン
.テ
リブ
ル
と片
づ
け
て
看が
代
遊歌
わサ
、
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讐
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物
を
圭魍
と
した
有
名
な
作
家
に

フ
ラ
ンス
の
ポ
ン
ポン
が
い
る。

田
本君
は
そ
の
ポ
ンポ
ン
の歩
ん

==
}

だ
道
を考
え

轟諌
欄岨

■
-嗣
■一

的な
味
に
向
ふ危
瞼
が
あ
る。
こ

の作
品
の
蘂し
さ
の
甲
に翼
は
彼

の才
能
の
弱
点が
感
じ
ら
れ
るの

で
あ
る。
(解晩
内
田
屡
)

冒罪脚鴨・■●齢c,°,.:●`

て
い
る
のだ

み恵
う喚

 帽

少
し
器用
な

剛

才
が技
碗
の

糟
錬
巽
に

工
語
晒慶
物

=

の
立
鱈
から
N
HK

暴

を
批
判
して
ほ
し
い

と
いう
の
が
編堵
子
の
依頼
で
あ
つ
た

が
、民
間
放
邊
関係
法
嵩
の成
立
前
か

ら
NH
K
はひ
どぐ
紳
膳
過敏
に
な
つ

て
、量
近
に
はこ
れ
が
少
度々
が
遇
ぎ

て
岬騒
蓑
弱
興味
に
な
コて
い
る
のか

と
思わ
れ
る
ほ
どで
あ
る
か
ら、
な
る

ぺ
ー、触
れ
た
くな
い
。
こ
れま
で
民
間

放
邊関
係
看
は
いず
れ
も
一と
團
た
つ

てN
H
K
に
対
し繧

を
と示
ら琶
る

よ
う
なこ
と
を
い
つた
覧え
は
な
い
。

先般
東
斎
で
関係
法
輿
施
r俘
う
根
本

基進
を足
め
るた
めの
闘
問会
が
開
か

れ
たが
、
NH
Kは
二
十
五年
も
の
先

鰻
と
は思
わ
れ
ぬ狭
量
な鱒
慶
で
あ
コ

た
こと
は
否
定
で
きぬ
。
しか
も
こ
れ

を
ニ
ュー
ス
の
時間
に
取
扱う
に
し
て

も
・
NH
K
同
に
のみ
立
つ
一方
飽
な

放
迭内
容
で
あ
つた
。
こ
のご
ろ
我
こ

そ
は
公共
敏
邊
だと
か
、
國民
の
ラ
ジ

オ
だ
と渉
自
ら名
衆
つて
一殿
徳
送
を

一8
蕎

震
馨

あ
る
かの
ご
と

く
い
つて
い
る
。民
間
放
邊
は凍
だ
生

れ
て
もお
らぬ
もの
で
あ
り、
目
下
暉

痛
の
さ
甲に
あ
るも
の
」
、仮
に
殴
立

さ
れ
、竃
波
を
発賜
し
て
いて
も
、
凝

だ
赤
ん
坊な
の
だ。
そ
れ
を伺
甑
ζ
ん

な
に
敵覗
す
る
のか
不
司
解で
あ
る
●

民
間
側
とと
も
に敏
塗
X化
の岡
上
に

手
を
握
つて
嬬
むだ
け
の
度憂
は
も
つ

て
ほ
纈
いも
の
だ。
こ
ん
なわ
け
で
残

々
の
会
敵は
まだ
生
れ
出
て
いな
い
の

で
は
あり
、
お氣
に口
ら
ぬ翻
匿
に
チ

・ジ
ピ
リ批
判
して
へ
袋
民々
間
敏
邊

の
企
画だ
と
か
鰐
想の
一部
を合
せ
て

半
前
味
噌に
な
ら
ぬ
よう
紹介
し
た

い
。翻闇

認
講
諮黎
焔

ん
ど
同じ
こ
と
屍
繰
り

に
ま
で及
ん
で
い
る。
さ
ら
に
二
晶

ー
ス
解
睨は
騨
判
が良
いと
い
つて

る
が
我
か々
ら
い
わず
れ
は
二
晶ー

ス
の
繰り
返
穴
しで
あ
つて
解睨
は

第
r
繍
てあ
る
o編
鯛
に
い
ささ
か

も
苦
心
の賦
な
い
、
豪こ
と
に■
か

さ
れ
る
ラジ
オ
と
いう
も
の
は不
自

由
で
あ
る。
朗
日
戯邊
(A
BC
)

は
朝
日新
聞
を
甲心
とし
て
発
星
y

るも
の
であ
る
が
、
こん
な
投
げや

ア

ラ
ど
こ

甲

し
て
学

と

ん
で
も

て

ヤ
タ
レ

る世
の
甲
。

い。
や
は
り
大き
な
黙
偶
に
つら
ぬ
か

れ、
そ
れ
に
オき
え
ら
れて
は
い
る
・

し
か
し
、
むし
ろ
そ
の
日
その
日
の佳

事
を正
し
く勧
勉
に
は
たし
、
し
か
も

それ
だ
け
のこ
と
に
完
全
な画
尼
と寮

心と
を
見
出
して
い
る
。こ
の英
嬉
は

雅
れ
で
もな
れ
る
瑛雄
」あ
り.:
℃ー

一"尾.、
壇
ず
、.≦
δ
「冒..
ず
る英

雄
で
あ
る
。

「日
日是
好
日
」。
「從
容
就
死」。繕
　

果
的
に
はこ
う
い
う
東洋
の
奨
し
い冒

葉
に
同
じも
の
で
あ
る。
し
かし
、
も

は
や
諦観
的
で
な
く、
積
極
諾
期
的

[で
あ
る
。貴
族
心
情晒
で
な
く、
理
知

丙
で
あ
る。

【
蜜

停
一
7w
コo陣
匂鴫ò
島゚
敗

「北
感
に・
ち
の
め箋

麦

私
は

「い
つ
もこ
の
属
物
を読
み
なお
ず
で
あ

　商
欝
墾
藪
飽
罫
解

一葵
嚢

・

・
カ
の
勢
多
あ
萎

き
立

と
ニ
ュ
ース
解
説た
け
を
とり
あ
け

て
も
頸
の憩
さ
がよ
く
分
る。
放
邊

馴一ll"創■鵬●9幽憎●5■川

あ
ろ
う
。あ
の
T
V
Aも
「砂鴻
の
征

服
」
も
この
霧

の
象徽
な
のだ
。
1

ー
泓
は
アメ
リ
カ
の深
さ
を
あら
た
め

て
思
い知
ら
さ
れ
た。

こ
れ
も
一種
の
蘂
簿
な
のか
も
し

れ
な
い
。え
が
か
れ
る
のは
、死
を前

に
見
な
がら
、
近
代
自然
科
学
に傾
倒

し
、
ひ
たす
ら
脚藁
に生
き
る
ガ
ンサ

ー
の
子
の
ヒ
ロイ
ズ
ムで
あ
る
。し
か

し
私
た
ち
のい
だ
き
やす
い
あ
の
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ルな
英
雄
圭
義で
は
な
いo

世
間
を
ア
ッと
い
わ
せ
るデ
カ
イ
佳事

を夢
み
る
あま
り
、
か
え
つて
、
日
々

を容
し
く
ずご
ず
ヒ
ロ
イ
ズム
で
はな

も
NH
K
の
百
貨
店式
の
や

り万
に
対
し
編麹
局
の
弼力
な
ス
タ

ッ
フを
動
酉
して
単
門
化し
た
い
。

例
え
ば
関
西
とく
に
大阪
人
が
待
望

し
て
い
る
経済
面
に
新
し
い分
野
を

拓
開
し
て
その
特
色
にし
た
い
と
も

念
じ
て
い
る。
こ
と
に
二
晶ー
ス
の

遽報
性
に
お
いて
は
我
は々
N
H
F

を眼
甲
に
お
いて
い
な
い。
題
挙
で

もあ
れ
ぱ
勝
敗は
纂
に
明脈
に
分
う

て
もらえ
るだ
ろ
う
。

ロ

赤
子
い
じ
め
の
憶
病
者

民
間
放
途
出
現
に
N
H
K
大
あ
わ
て

大

谷

り的
な
あ
きれ
た
二
晶ース
敏
逡ほ

新
聞
人
と
して
は
や
れぬ
。
瞬
間
曲

の短
所
を
補う
に
し
ても
へ
我
な々

ら
鎌
欝
器
を駆
便
し
て
曹の
親
近
性

をと
ら
汽だ
効
黒
盈
狙
いた
い
と
零

え
て
い
る。
肚
会
部
的な
街
の
二
晶

ース
も
う
んと
盛
2
込む
こ
と
にし

た
い。
新
聞の
「面
を政
治
、
経済

面と
か
一一面
が
肚
会
面と
か
い
つた

現在
の
型
も破
つて
自由
奔
承
に紹

働
し
た
いと
も
思
つて
い
る
。解
覗

茂
畏
闇懲
爆

樹

☆1

秋
の闘
量

ニ
ュー
スは
そ
の速
霜
性
に
お
いて

ま
た
あり
の
ま
ま
の習
に
よ
る親
近

窪
を
も
つこ
と
は
大8
い
員
所で
あ

る
。
哀た
こ
れ
が
瞬間
性
の
もの
で

あ
る
こ
とと
無
翅
択性
が
大
きな
短

所
と
な
つて
い
る。
ず
ぐ
浦
えて
行

く
の
が
替で
あ
り
、昭
き
も
らず
こ

と
も
あ
るが
、
いく
ら
こ
の
短所
を

禰
⊃か
らと
い
つ
ても
、
N
HK
は

扇
「で
七回
と
第
=で
四
回
の
ニ
ェ

ー
ス
の
時闇
は
朝
から
晩
ま
でほ
と

★

清
新
の
気
満
つ

第
14
回
囲
由葵
繭
霞

●●-19M■1騰聖旧1髄量旧 讐

席
を
ゆず
る結
果

と
な
つ
墓
・
こ

ん
な
こ
とは
他
に

例
を
見
な
い

し
た
が
つで
自
由

英
碕
は内
容
的
に

今
年
は
よ
い年
で

あ
る
と
ζ
9に
、

こ
れ
を第
一歩
と

し
て
角
出発
皆
各

会
員
は
期し
て
い

るマン
ネ
リズ
ム
で

な
け
れ
は認
め
ら

へ

を商
藁
警
と
い
つ

て
い
る
が、
我
々
も

公
共
教逡
で
あ
る。
今
日
新
聞の
公
共

性
の肩
無
を
論
し
るも
の
のな
い
よ
う

に
斯聞
の
廣
告
も
二
昌ー
ス
の
「部
と

自兇られ
て
い
る
。民
面
触冊送
は大
体
謡

分
の
一が
蕨
露
放邊
で
あ
つて
、
し
か

も
そ
の内
容
は
街頭
の
蕨
告放
退
と
は

全
ぐ蓮
つた
も
ので
、
蘭
に
脅榮
に
或

い
は漫
談
的
に
、購
く
も
のが
知
らず

に
い
る甲
に
塵
口し
て
い
ると
い
っ
た

る角
慶
か
b、
多
/、の執
卸
昌
(ヨ
↓

二名
)
を動
自
し
て分
析
斎
行
つて
い

る
、
醒
興り
体
裁
を煽
え
て
い
るが
「

貫
した歴
丈性
をも
つて
叙述
さ
れ
て

い
る
、職
後
初
めて
刊
行
され
た
解
説

露
」あり
、
縞
密な
累
引、参
君
文
献

と
あ
い漢
つて
肚会
科
掌
ー志
す
、
ず

べ
て
の人
に
き
わ
めて
腐
用と
思
う
。

(創
兀肚
刊
・A
5七
四
〇頁
・七
汽

○
円
)

第
十
四
回
自由
麟縞
展
は若
い
人
の出

品が
非
常
に
多か
つ
た
と
いう
こ
と
を

東寡
の
ジ
ャ
ーナ
リ
ズ
Aが
こ
ぞ
つて

取上
げ
た
、
この
こ
と
は今
年
の
自
由

笛縮
に
活
氣
を與
え
、
そ
の將
衆
性
を

見
せる
と
とも
に、
全
画墳
の
特
筆さ

れ
る時
代
現
象で
あ
り
、
その
た
め
に

会
犀
品
十
数
点
売割
愛
して
新
人
に

と
信
棚
」
、
篠
玩
正
海

「乱
仰

.現
代

的
慧
義
」
、
田
本
勘

「
ニ
ー
バ
ー
'
李

和
圭
我
批
判
㌧
、
鈴
木
唆
郎

「
現
代
て

お
け

O
宗
数

ヘ
レ
関
心
」
、
触
勤
紀
元

「宗
敦
を
砒
会
改
革
」
、
戸
頃
虜
蕩

「

鷲
聴
蠣
転
麗
麓
里

会
と
催
し
も
の

1
★
}れ
な
いこ
の
國
の肚
会
風
曹
の中
で
自

由
の
旗
をお
し
たて
て
行
く
ので
あ
る

(会
員

三木
弘
)

翌眞
は
詠
田冨
正
「机の
上
の
勲
」

☆

闘
環都
展
、
十八
日
ー
二
十
三日
、
醸

#
大丸

理
想

「現

◇
大
限新
劇
騨
其同
公
演

代
宗教
に求
め
十
一月
廿
二日
(水
)於
大
阪
中
ノ島

る
も
の」
特
鎖
一甲
央
公
会
裳午
後
「時馬
11時
掌
の
ニ

シ
ン
チン
ゲ
ル
一回
、
山
本有
」作
「嬰
兇
殺
し
」民
聚

「誓
掌
こ均姦
」
劇
場
、
北
條
秀
司
作
「炉
り
あ
る塞

㌦
大江
陶
志
郎
一で
」
大
阪放
送
劇
口、
ラビ
ッ
ン
ユ作

「眞輿

生
活

「叉
法
「義

場

悲
喜
交
々
の
五
日
間

京
大
秋
の
女
化
祭
ね
り
あ
る
記

世
に魯
脆
祭た
け
な
わ
の時
、
十
一月

一日-

五
日と
ア
カ
デミ
ッ
ク
の
殿

蛍
京大
に
も
交化
祭
が
催さ
れ
た
、
さ

て
その
こ
ほ
れ話
を
二、
三
拾
つ
てみ

よ
う☆

ス
ロ
ーガ
ン
の巻

}日朝
皐
くか
ら
同
掌会
の
委
員
魍が

ゆ

合み
立
て
た
アー
チ
を
めぐ
つ
て
の
一

一
幕1

「奉和
」交
側祭
が
い
かん
・

自
白
、
独
立、
卒
和
はい
か
ん
「京
大

反
職
自
由
の傅
統
を守
れ
」
「レ
ッ
ド
●

パー
ジ
を粉
畔
ゼ
よ
」の
ス
ロ
ーガ
ン
「「

が
ダ
メ
と
いう
大
掌
と学
生
が
午後
正

　

門
て
対
峙、
一波
乱
を思
わ
せ
たが
、

一

学
生
誤
良
の出
偉
で
話合
い
で
決
め
る

こ
と
に
な
つた

☆
満
員
御
乱
の
巻

}日
午
後
五後
帯
、
交化
祭
随
}の呼

び物
諏
訪
根
自子
の
擢碧
袈

会
の前

　

護
縮
デ傭
瀦
鱗
櫻

つ
じい
て
ソ
、た
る
令嬢
(?
)
二人

三人
、
一体列
ん
で
何
を・:
・・?
と愚

う配
書
が
不勉
脳
「京大
の
欝
繁
会
は

こ己

て
段
な
い
と
い
、席
が
汽

}一

な
い」
そ
うで

こん
な
測子
で
会
場
はま
さ
r
超満
儲

の駐

つ
いじ
く
場制
限
し
入
れぬ

人
にけ
携
戻し
ず
る
と同
学
臼
委撮
が

い
つて
お
さま
つた
とは
さ
て
もξ
て

も
お
目
出た
い
語
(一日
)

}

☆
演
劇

の
巻

急
ピ
ジ
チの
発
展
冷取
沙
汰
され
て
い

る
演
劇部
昏
先鳩す舞
台
裏
か
ら
ちよ
つ

と
舜
見、
「今度
こ
'て
一部
の
マ
ニ
晶

ア
だ
けで
な
く
、全
量

r観
て
貰
い

だ
か
つ
た
ので
宣鰐
げ相
当
力
層
遊入

れ
た
んで
す
が
ー
」
ボ
ス
タ
i五
百

枚
を学
内
外
に
貼
つた
て
うだ
が
、
入層ニ

お
知
ら
せ

卿
刊
二〇
轟ニ

Q号
ヒ
ち
なみ
本
号
か
b本
紙
の
鑓

蚕
号壱
、
大
正十
四
年
四
月創
刊
轟ニ

昭和
十
九
頒
=月
幽
刊
の
「京
部
二

帝國
大
学
新
聞」
第
三
七八
号
に
轟ニ

引
耽
き
、
通算
駒
五
七八
号
と
し
簾

今年
い
つ
は
い新
旧
溢
号
を併
記
呂

.欝

ー

嘉

の方
で
御申
込
そ
の
他
q除
、
本
腿

杜
の名
が
「堂
幽
新
聞
肚
」そ
の
朧

他
これ
に
翔
似
し
た
間
逡
いが
輩

時
あ々
り
婆
、
本
肚
は
「轟

{

大堂
厨
聞
鮭
」で
ず
か
ら御
闇
亀
晶

いな
ま

ゑ
駅

し
ます
、
三

お京
大
親
学
会多
て
の
通儒
会
更
晶ニ

凌本
肚
汐
て御
送
金
下
さ
る方
か
諾

あり
ま
ず一が、
鶏
堂ム
触へ
の㎞脚送
詰

金、
お
問
合せ
は
京
大
内東
都
大
聯

学鵜
学
会
(襯
総口京
鄭
=二
髄九
轟

。覆.あて難

講

L
一

り
ケ
、・
、
-。
日
-・合
せ
ご
ざ
つ
と
六
百
、

そ
の
内
二
貞
名
』
か
待
雰
組
こ
か
、
出

し
も
の
は
オ
U
ヂ
ナ
ル

「剃
髪
式
」

と
木
下
順
二
作

「涯
巾
は
な
し
」
、
「
剃

髪
式
」
紅
演
出
、
演
妓
と
も
に
拙
劣
、

一
し
か
し
そ
¢
意
戴
だ
る
や
ま
さ

・
買
わ

れ
て
然

る
ぺ
し

「
薩
市
は
な
し
]
は
小
器
用
に
ま
と
ま

っ
た
筐
作

(
?
)
見
て
い
で
非
寵
に
喩

し
い

さ
て
批
許
は
?

交
引
劣
K
界
け
る

}

つ
の
大
き
な
牧
護
、
、あ
つ
た
C
と
だ
け

は
確
か
ぐ
あ
る

(=
、
h
日
)

(
古
)

ス
ポ
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四
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冒
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献
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京
大
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喫
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対皐
大
ラ
グ
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載
1

◇三
日

於東
駅
ラ
グビ
ー
場

甲
大
晶

品

で

萎

京
大
立
命
に
勝
つ

;
関
四
大学
バ
ス
ケ
ソ
トリ
ー
グー

◇四
日

於四
躍

昊
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(伽
焼
》

立
命

O●
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●
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1

掌
者
先

生
にも

仮
備
な

ー、徴税
の絢
が

見
舞
つ

ニロ
ロニコ
ニぎ
さニ
コニき
コココ
ま

ヨき
コ

映

画

砕

ぎ
ヨロヨお
ニロき
ヨ
ヨヨ
ニ　ほぎコ
ヌき
ヨコ　

淡

々

と

し

た

タ

ッ

チ

ス
リ
ル
に
ー
む
眼
●
映
圃

今
次
大
職
も
絶
り
近

い
}
九
四
四
年

の購
、
欧揃
職
線
に
お
いて
米
軍
順言

ヘミ
　
ほ
が
の
ゆ
まで
れ
ぜ
し
た
べ

織
難

鍵

羅

燕

▲-ゐヤ■▼…

工合
に
仕組
漢ね
ば誰
れも
ス
イ
ッチ

捷入
れ
てく
れ
な
い
。だ
か
ら
ど
うし

て
も
新
し
い企
画
を
どん
ど
ん発
表
し

て
行
かね
は
な
ら
ぬ。
向
う
三軒
醐
隣

を
何
白
回続
け
て
い
るか
ら
と
い
つて

自
醤
して
い
る
が、
わ
れ
われ
は
と
ん

な
も
の
を
自
慢
に
出
聚
な
い
の
で
あ

る
。
NH
K
は叢
近
の
日
本
ニ
ュー
ス

に
一告物
の
ト
レ
ラー
を
撮
らせ
て
全

國
の映
困
頗
で
圓
う三
藪
岡
隣
の
ニ
ュ

ー
・フ
ェイ
ス
を紹
介
し
た。
今
後
醒

月
、
N
HK
は
こ
んな
も
の
豊
一巻
つ

つ日
映
にと
ら琶
て封
切
ら
せ
るそ
う

だ
が
、
臆取
料
は
船金
の
一糧
だと
も

いわ
れ
て
いる
だ
け
に、
毎月
何
十
万

円
と
いう
鰭
駄
便
いで
他
人
の迷
感
を

か
え
り見
ぬ胃
傳
を
やら
ね
ば
なら
ね

と
は
N
HK
も
藩
ちた
も
の
だ
。こ
れ

で
は
向
上が
な
い
。
我
の々
発
足近
し

で
あ
わ
てて
い
る
と
い
つて
も
過琶
C

は
な
か
ろう
。

次
に技
備
阻馬
アナ
ウ
ン
サ
ー、亀お

細
作
諫
、演
出
家
、晒
舶
人
の引
放
対

策
で
あ
る。
我
々
はN
H
Kか
ら
一名

も
引
教
かず
と
も
立阪
に
や
つで
覚
せ

る自
帽
をも
つ
て
い
る。
す
ぐ
二十
玉

年
の
歴更
が
な
んだ
と
か
い
つて
い
る

が
、
それ
な
ら
ぱ
我
は々
七
十余
年
の

傳
疏
と償
用
を
も
つて
い
るo
輿
は
N

H
K
の
お茶
坊
圭
ども
は
放
きた
く
な

一

い
のだ
。
清
新
にし
て
氣
鏡の
も
の
を

こ
れ
にあ
て
る
べく
馳
備し
て
い
る
。

それ
をな
ん
とあ
わ
てた
も
の
だ
。
ア

ナウ
ン
サ
ーな
ど
逃
げ出
さ
れ
て
は困

る蓬
甲
に
は皐
速
課
長の
名
を
興
え増

給さ
え
や
つた
。
作家
以
下
も
肝
心の

もの
は
[、
二階
級
も謝
臨
を上
昇
し

て逃
σら
れて
も
■b
ぬ
と
こ
ろ
は捲

置
て
あ
る
。こ
ん
な
とこ
ろ
はN
H
K

らし
く
チ
ャ
,カ
リ
した
も
の
だが
、

冨
んだ
の
は給
料
や謝
糺の
眞
つた
も

のだ
げ
で
据置
覇
甲
は大
コポ
し今
に

見て
い
う
とふ
く
れ
て
いる
o

大電
力
肇

によ
る
民
聞

路

敏
逡
の
妨
習
工
作
で
あ

る。
と
い
うの
は
」OO
。。放
逸
と

いう
無
茶
な計
面
で
、B
K
C
は
堺

市南
万
の余
岡
に
土麺
を求
め
て
ず

でに
工
事
にか
か
つ
て
いる
。
こ
れ

など
明
か
に
一〇
ρ゚
放邊
の
民
間側

(現
在B
K
の
第
一、第
二と
も
}0

ノ)
を
圧殺
し
よ
う
との
匝
策
であ

る。
こ
れ
を許
可
した
薩
鰹
冒
鰹も

お
か
し
いが
、
ま
さし
く
民
間
放途

に対
ず
る挑
職
で
あ
つて
、
前述
の

闘
間
会
で
「民
間
数邊
に
よ
ゐ
ヴ
ラ

ンケ
グ
ト
・
エリ
ア
(他
局
の
放熔

霞
騨
コン
ク
ー
ル発
袈
延
期

十
月
二十
三日
号
にて
募
鍋
い
た

し
ま
し
た
「藁

琶

二
8

号
記念
嘗
許
コン
クー
ル
当遭
は

今
号
発表
の
多定
で
し
た
が
、躍

悪
原稿
多
数
の
ため
、
目
下箸
査

甲
に
つミ

発表
を
玄
号
に延
期

い
たし
ま
ず
から
御
了
承下
さ
い

6
酔
コン
ク
ー
ル係

が分
階
し
難
くな
る
地
域
)は
罠
闇
■

敏
送
側
で
な
ん
らか
の
實任
を
も

て
」な
ど
の激
琶
を
や
つた
の
だ
か

ら全
く
話
が
わか
ら
なず
ぎ
る
。

隠

蕨
舗

繍
狗舗

と
な
ど
ある
が
、こ
の
間
題
はN
H
K

の
頭
痛
の種
に
な
つて
い
る
か
らこ
れ

以
上
触
れぬ
。
と
にか
く
ア
メ
リカ
と

比
べ
てす
べて
が
コ十
年
も
遅れ
て
い

る
放
邊交
化
の
向
上に
、
お
互
い必
死

P

の
努
力
を傾
注
し
、醐
い
雪
い
は止
め

て
氣
持
ちよ
く
、
す
っき
り
した
協
力

凌
望
む
こと
切
な
るも
の
が
あ
る。
そ

し
て超
短波
、
テ
レヴ
ィ
ジ
置
ン
・フ

ァ
ク
シミ
ル
(模写
電
迭
)
時代
へと

飛
躍
の途
を
拓
いて
行
き
た
いも
の
で

あ
るo(朝
日
新
闇企
画
塗
勘務
放
逸
創

立
準鮪
委
員
)

て
い
る
が、
京
大
騒済
掌
部
島
敬授
へ

こ
の
ほ
ど
続腐醐
}か
ら楽
た
査
定
田
の

肩
賃
は
〃顧
駝
人
"
と
いう
の
で
あ
つ

一た
、
サ
テ
と解
釈
ド
苫し
ん
だ
教
奨

盤
務
四
r問
い
た
じ
せ頃

振冨
は何

と
「物
を
禰
いて
い
るか
ら
」
の
由、

塞
ず
ま
す
困感
し
た
教
撰
「私
は
「体

誰
で
し
よ
う」

運命
にあ
る
職雫
を人
道
的立
渦
から

繭
し
く蓼

るの
で
も
な
く蓬

「ヨー
ク
璽
田」
に
晃
ら
れた
如
ー、
一

兵
士
の英
畦
的行
助
を
甲
心
にし
て職

畢
を描
いた
も
ので
も
な
く、
死
の
確

牽
が大
3
ー、身近
に
感
ぜ
られ
る職
鰯

と
いう
人
聞
にと
つて
最
も緊
彊
し
た

シテ
ユェ
イシ
融ン
に般
げ
込
ま
れた

十
四
人
の米
軍
兵
士が
、
何
恥
も未
騒

験
で
年
若
い勧
笙
異
或は
除
隙
を葡
ち

黛
れ
合
古養
篠、
饗
チ～
故
郷
に想
を

は
ぜ
(書
或
い
は
酒
と若
い
女
を嗜
一

の慰
声
ず
へ轡
等
そ
れ
ぐ
自
己
の腔

かれ
か
異
つた
立
場
か
ら柚
闘
に
対し

て示
す
諸
々
の反
慮
を前
景
と
し
、そ

の背
景
と
して
冬
朗
の潔
霧
の
た
め味

方
の
牽
軍
が思
う
よ
う
に浩
動
出
衆な

いの
で
次第
に
苫
塊
r廻
いや
られ
た

米
壇
が
、独
軍
総
反
媛
-蘭
ピ
趣
へ破

一醸
ぜ
ん
とじ
た
臨
前
突然
霧
か
晴れ
て

　独
取
汐
■薔堅9る
に到
るま
で
の経
過

の
起
伏
とが
相
互
μ織
り
合
わさ
れ
て

猫
か
れて
い
る
の
かこ
O
映
臨
の特
色

と
云
え
よう
。

プ
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名
な
ド
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ャ
アリ
イ

一の
企画
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下
、
ウ
でリ
ア
ム
●ウ
Tル

マ
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督
的
演
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とσ
た
て
ゲ
琶

う
ほ
と6
鏡
い
描写
は
な
いが
淡
々
と

し
た歪
恢な
タ
ッチ
で
矯
いて
い
る
。
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る。
(米

M
・G
・M
「九
四
九
年倥
品
)
(丸

躍
)

京
都
市
中
京
区
室
町
通
四
条
上
ル

④

株
式
会
耐
大

林

(
ア
イ
ウ
ユ
オ
曜
)

組
露

雷
旧話
本
局
ω
=
⊂
二六
・
=
=二七
番

京
都
市
中
京
区
新
町
通
竹
屋
町
上
ル

鹿
島
建
設
株
式
会
肚
野
脳

電
品

上
㈲
二
五
四
八
・
三
六
七
七
番

本

肚

菓
京
翻
甲
果
区
概
町
ニ
ノ
三

大
阪
交店

大阪
市
阿
倍野
区
阿
倍鐸
筋
ニ
ノ
三
三

土
木
麹藁

設
計
施
工

京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
千
本
西
入

⑭

清
水
建
設
株
式
会
肚
艦

コノ

題
認
壬
生
鰯
五
三
九

一ー
五
三
九
四
番

本

肚

秦
京
都
甲
央
区
室
、町
ニ
ノ
一

大
阪交
店

大
阪
市
西
区
士佐
堀輝
ニノ
ニ

京
都
市
下
京
区
間
町
六
条
下
ル

田

淵

組

電
話

下(5)

五

六

九

、番

 

京
都
市
下
京
区
油
小
路
高
辻
角

◎

株
式
会
耐

戸

田

組

欝

、

電
話
下

㈲
二
四
二
一
・
七
六

一
三
番

本

肚

禦
京
都
甲
央
区
京
柵
一丁
目
三
稽
地

大版
交
匿

大阪
市
北
区
絹笠
町
モ
0
(堂
ビ
ル
孔階
)

京
都
市
右
京
区
西
院
中
水
町
二
十

一番
地

株
式
会
肚

問
電
話
壬
生

大本

竪店肚

組
罵

㈹

一
七

四

五

雷

粟京
都
港
区赤
坂
習山
鴎町
一
ノ
一

大阪
市
果
区
横堀
=
丁
目
お
繕
地

亙

京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
千
本
東
入

細蝿

卒
安
土
建
工
業
株
式
会
耐

電
昂
壬
牛
㈹
五

六

七

〇

番

支

店

大
阪市
大
促
区大
仁
禦
一丁
目
二七

夏
型
巾
中
京
区
夷
川
通
河
原
町
東
入

◎

畿

ミ

ラ

ノ

代
表
社
員

小

互

務

店

崎

修

電
話

上

一
九
〇
〇
・
三
八
四
〇
番

亀

494


